
オ カ リーナ に よる生涯 音楽 学習(2)

－愛好者の学習実態 と音楽の好み－

加 藤 いつみ

1・ は じめに,

筆者は、名古屋市立大学人文社会学部研究紀要第11号 において、収集 してきた全国のオカ リー

ナグルー プ459の 存在、学習の形態、学習者の実態を紹介 した。(注1)その後オカ リーナの普及は、

2001年 ・2002年 と神戸市内で開催 された 「オカ リナフェスティバルin神 戸」や2001年 に岡山市

内にて 「全 日本オカ リーナ フェスティバル」が開かれこともあ り、神戸市、岡山市を中心 とする

方面にみ られた。筆者はこの2つ の コンサー トに参加 して、データにはなかったグループを見つ

け出した り、新たなグループ情報 をもらった り、 この1年 半の間に70グ ループをキャッチす るこ

とが出来た。現在、529の データを把握 している。(注2)

今回は、先に示 した459グ ループより67を 選び出 し、そこに所属 している学習者にア ンケー ト

調査を依頼 した。その結果645人 分の回答を得ることが出来た。その内容 は、学習者 自身 に関す

ること、彼 らの音楽的なバ ックグラウン ド、レッスン日以外の練習の程度、学習 と生活 との係わ

り、そ して各 グループが練習 している曲についてである。調査結果 を分析す ることによ り、彼 ら

の音楽的なバ ックグラウン ド、学習の動機 、グループが練習 している曲や音楽活動、そ してその

活動 を今後 どんな形 で社会参加 に結び付けたいのか、等のことがわかってきた。

オカ リーナは、わが国が直面 している高齢化社会において、人々の生活に潤 いを与え、社会参

加 を可能にす る手段 として、多 くの可能性 を備 えた楽器である、と言われている。 どうしてオカ'

リーナが高齢者 の生涯学習に相応 しい楽器 であろ うか、そ して どんな導入の方法を講 じた らより

効果的に受 け入れて もらえるのか等 、筆者には研究すべ き課題が残 され ている。 「オカ リーナに

よる生涯音楽学習」 とい う大きなテーマに入 るためにも、まず学習者の実態 を知ること、そ して

その実態か ら問題点を見つけ出す ことの重要性 を感 じた。今回の報告は、今後の研究に発展 させ

てゆくための第一歩 である。

Ⅱ．調査方法 と調査対象

(1)調 査方法

全国の459の オカ リーナ グループを比較す るなかで、地方的な違い、あるいは普及 ・発展の相

違か ら何かの特徴がつかめないかと考え、北海道 と東北、関東、信越、北陸と東海、九州 と沖縄

と、地域 を5つ に分類 し、それぞれの地方に属す る70グ ループに調査依頼 のはがきを送った。そ

の結果、67グ ループから協力の申 し出が得 られた。その内訳は、北海道(7)、 東北(2)、 関東

(21)、 信越(8)、 北陸(5)、 東海(15)、 九州(3)、 沖縄(6)で ある。その返事を受けて、



各グループの人数に応 じたアンケー ト用紙 を指導者あるいは世話役の人に郵送 した り、直接持っ

て行った。その結果、645人 分の回答を得 ることが出来た。

(2)調 査対象

調査対象は、下記の67グ ループに属する645人 である。表1は 、グループが存在する地域 と市町

村、名称、そ して回収数 とその割合 を示 した。調査期間は、1999年4月 から2000年3月 である。



Ⅲ.調 査 内 容

調 査 内容 は、 以下 の よ うで あ る。

Q1.自 身 に対 す るお尋 ね

(1)性 別　 グ ラフ1

(2)年 齢　 表2

(3)職 業(勤 務形 態　)表3

Q2.音 楽 的 なバ ックグ ラ ウン ド

(1)学 習動機 表4

(2)メ ロデ ィー が口 ず さめ る程度　 表5

(3)好 きな音楽　 表6

(4)演 奏 でき る楽器(オ カ リーナ 以外)　 表7 .

Q3,練 習 の程 度

(1)練 習 の程度(レ ッスン 日以外)　 表8

(2)オ カ リー ナの学 習歴　 表9

(3)難 易度　 表10

(4)楽 しさの程 度　 表11

Q4.生 活 との係 わ り

(1)オ カ リー ナ学習 と生 活　 表12

(2)結 び付 けたい活 動　 表13

Q5.グ ル ー プが練 習 して い る曲

(1)グ ル ー プが練習 してい る曲(地 方 別)　 表14

(2)良 く吹 か れ る曲　 表15

ⅠV.調 査結 果

Q1.自 身 に対す るお尋 ね

(1)性 別

音楽 をす るの は一般 的 に女性 が多い が、 オカ リー ナ学 習 の場合 、男 女の 占め る割 合 は どの よ う



で あろ うか。 グラフ1は 、性別 を示 した もの であ る。

グラ フ1.　 性 別

男女 比 は、女性 が553人(87.5%)、 男性 が79人(12.5%)で あ り、圧 倒 的 に女性 が 多 い。 筆 者

が1999年 『日本生涯 教育 学会論 集20(1999年)号 』 に発 表 した 「生涯 音楽 教育 へ のオ カ リナ導 入

の一試 み」(注3)で は、男 性 が15%を 占め てい たが 、今 回 の調査 で は男 性 は12.5%と や や 少 な くな

って い る。 山本 思外 里 著 『大人 た ち の学校 』(1989年 中公新書)に よれ ば 、 カル チ ャー セ ン ター

に通 うの は、絶対 的 に女性 が 多 く、全 体 の86%を 占めてい る。(注4)又 、金子 敦 子 著 『大 正琴 の世

界 』(1995年 音楽 之友社)も 、大 正琴 の学習 者 は92%が 女性 であ る とい う。(注5)オカ リー ナ に おい

て も、他 の楽器 同様 、女性 の 占め る割合 が高 い。

(2)年 齢

オ カ リー ナ学習者 は 、何 歳 く らい の人 であ ろ うか。 又、男性 の参加者 の年 齢 は 、 どの程 度 であ

ろ うか。 表2は 、年 齢 と性 別 を示 した もので あ る。

表2.年 齢 と性 別



学習者 の年齢を全体的に見戸 と、19歳 以下か ら80歳 以上に亘 り、50～59歳 の ところが261人

(40.6%)と 多い。女性は子育てが一段落 し、今まで束縛 されていた生活か ら解放 されて、何か

社会 との関わ りをもちたい と思い始める頃、男性は退職 も間近に控え、何か趣味をもちたい と考

え始める時期であろ うか。

又、この現象を性別で比較すると、女性は50～59歳 が240人(43・4%)と 飛びぬけて多 く、全

体の半数近 くを占めている。 これ に対 して男性 は60～69歳 が22人(27.8%)と なってい る。女性

は、70歳 代になると人数が減 り、80歳 代は皆無 となる。 しか し男性は、70歳 代には数 は減 ってき

てはいるが11人(13.9%)あ り、 さらに80歳 以上の学習者 も2人 ある。丸林実千代著 『生涯音楽

学習入門』(1999年 音楽之友社)に よれば、「足立シルバーアンサンブル」 とい う東京都足立区に

結成 された音楽 グループのメンバーの中には、86歳 の男性でヴァイオ リンを担 当している人がい

る。そ して団員の平均年齢 も66.4歳 とかな り高い。(注6)一般的に言われているよ うにヽ人間の機

能 は青年期 である25歳 前後を境に して下降す るといわれているが、今 日その常識を破 る現実が

徐々に現れている。80歳 代の学習継続者 は、筆者 の調査では初めてであるが、今後 こ ういった知

的関心を自身の楽 しみに向ける高齢者 も増えて くるであろ う。

(3)職 業(勤 務形態)

学習者は、どのよ うな職業についてい る人であろ うか。表3は 、勤務形態 を示 した ものである。

全 体 的 には 主婦 が 占め る割 合 が多 く、327人(50.7%)と 全 体 の半数 に相 当す る。 次 い で フル

タイム の人 が109人(16.9%)、 パ ー トタ イ ムの人 が84人(13.0%)、 退 職者46人(7.1%)で あ る。

職業 を もってい る人 を性別 に見てみ る と、女性 の場 合 は フル タイ ム、パー トタイ ム 、 自営 で働 い

てい る人 は220人(41.1%)、 男性 の場 合 は37人(4618%)で あ る。 これ らの結果 か ら見 る と、男



女 と もに仕 事 を持 ちなが ら、余暇 の時間 にオ カ リーナ を取 り入 れて い ることがわか った。 又 、男

性 の場 合 、退職 後 の楽 しみ と してオカ リーナ を楽 しん で い る人 も多 い。

Q2.音 楽的 なバ ックグラ ウン ド

(1)学 習動機

表4-1は 、学習 の動機 を男女別 に示 した もので あ る。 回答 の形式 は、11間 中最 大限3つ まで

選 ん で も らった。 オカ リーナ の音 色が 好 きで学 習 を始 めた人 が 男女 とも多 く、494人(78.1%)

を 占め る。 そ の数 を性 別 で見 る と、女性 は432人(78.1%)、 男 性 は54人(68.4%)と な り、や は

り 「音 色 が好 き」 が学習動 機の一 番 目に あた る。 多 くの学 習者 は 、オ カ リー ナ の音 色 に魅 せ られ

て学習 を始 めた こ とが分 かった。 しか し彼 らは音 色 の何 に魅 せ られ たので あ ろ うか。

オカ リーナの音色は、一般的に人の郷愁 を誘い、田園的なゆった りとした気持をおこさせ る と

いわれている。 山本正子著 『オカ リナの子守唄』(1999年 日本図書刊行会)、 国松俊英著 『土曜 日

のオカ リナ』(1993年 文渓堂)の 小説は、楽器 としてのオカ リーナ とは直接に関係無 く、音の持

つイ メージを上手 く使 って、それを本のタイ トルに用いてい る。(注7)前書は、死 を迎 える息子 の

悲 しみをオカ リーナの音色で表現 し、後書はお じさん と不登校の子 どもとの心の触れ合いの場面

に朱鷺の姿 をしたオカ リナを登場 させている。 こんな所か らも、人々がオカ リーナの音色に寄せ

る想 いは、音のもつ憂いと安 らぎにあるのであろ うか。

次に、表4-1の 学習動機を年齢別 にして、その年齢の違いによって動機 に相違が生 じるのか、

について見てみよう。10歳 代 と20歳 代、70歳 代 と80歳 代は対象者が少ないので、前者 を29歳 以下

とし、後者 を70歳 以上として統合 させ 、6つ の世代 にま とめた。表4-2は 、学習動機 を年齢別

に示 したものである。



各 世代 とも 「オ カ リー ナの 音色 が好 き」 で学習 を始 めた人 が多 く、 中で も30～39歳 の人 は34人

(85。0%)を 占る。 動機 の2番 目は、29歳 以 下 は 「何 か新 しい こ とに挑 戦 した か った」(38.5%)、

30歳 以 上の全 ての世 代 は 「音 楽が 好 きで何 か演奏 が したか った」 で ある。 若者 の動機 は 「何 か新

しい こ とに挑戦 したか った 」、 中高 年者 は 「音 楽が 好 きで何 か演 奏 が したか った」 で あ り、そ の

動機 につい て違 い が見 られ た。

(2)メ ロデ ィー が口 ず さめ る程 度

次に 、楽譜 の読 める程度 に つい て 見てみ よ う。表5-1は 、学習 者 の メロデ ィーが口 ず さめ る

程度 を男 女別 に示 した もので あ る。

メ ロデ ィー が 「ま るで 出来 ない 」 と答 えた人 は 、女性69人(12,5%)、 男性16人(20.3%)あ

った。 この数字 を 「あ ま り出 来 ない」 と合 わせ る と、女性 は62.4%、 男性 は72.2%の 人 は楽譜 が

スムー ズに読 め ない とい うこ とで あ る。 前述 した 『大正 琴 の世 界』 で も学習者 の63.5%の 人 は楽

譜 が読 めな い とい う。 オカ リーナ の学 習者 、大正 琴 の学習者 ともに楽譜 を読 む こ とを苦手 と して



いることが分かった。 この現象は、メロデ ィー ラインが歌えなければ、オカ リーナが吹けないと

い うことではないが、 しか しスムーズに吹いていけないことは事実である。多 くの中高年者は、

学校教育の中で楽譜を読む とい う教育をあま り受けて こなかった。一時期 、小泉文夫著 『おたま

じゃくし無用論』(1973年 いんなあとりっぷ)が 出版 され、楽譜の読めない人 も勇気 をもって音

楽 に踏み出した。 しか し学習を始めると、楽譜が読めない ことが障害 とな り、挫折 した人も何人

かあった。(注8)丸山圭三郎 は、彼の著書 『人はなぜ歌 うのか』(1991年 飛鳥新社)の 中で、正 し

く歌 うために も最低限の楽典を学ぶ ことが必要である、 と述べている。(注9)小島美子著の 『日本

の音楽を考える』(1983年 音楽之友社)に よると、 日本人は千年以上 もの長い間水田で暮 らして

きた定着農耕民であるか ら、本質的に農耕民的な リズム感をもっている。その リズム感 とは、西

洋の躍動的でダイナ ッミックな リズムとは異な り、静的で、規則的な枠にはまらない、伸び縮み

す る無拍 のものであるとい う。(注10)そのような音楽的バ ックグラウン ドの中で育ち、そ してある

程度年 を取ってか ら学習を始めた中高年者が、瞬時に音 を追い、一定の拍の中でメロデ ィーを奏

でていくとい うことがいかに大変 なことであるか、筆者 も何人かの中高年者 と学習 をともにす る

事 によ り、 この難 しさを感 じた。

(3)好 きな音楽

好きな音楽を21種 類挙げ、その中か ら好 きなものを最大限5つ まで選 んでもらった。表6-1

は、好 きな音楽を性別 に示 したものである。

男女 共 に ピア ノ曲が好 まれ 、女性 は263人(47.6%)、 男性 は32人(40.5%)の 人が一位 にあげ

て い る。2位 は女性 の場合 はフォー ク ソング、男性 は弦 楽 曲、3位 は女性 の場合 は童謡 ・小学 唱



歌、男性は吹奏楽曲、演歌 ・歌謡曲 となっている。 この結果 を男女比較 して見ると、女性は歌 う

ことを中心 とした音楽、男性は楽器 を主体 とした音楽である。 オカ リーナの学習者は、全般的に

クラシック的な音楽 を好む傾向にある。

表6一2「 好 きな音楽」(年 齢別)は 、表6-1「 好きな音楽」から好 きな度合いの高いもの

を抜き出 し年齢別 に示 し、それぞれの年齢において好きな順位を①、②、③で示 したものである。

表6-2か ら分 か る よ うに 、 ピア ノ曲は40-49歳 と70歳 以 上 を除い た年代 で好 まれ てい る。 そ

の他 に も青年 は 、テ レビや 映画 で流 されて い るポ ップ ス、映 画.ア ニメ ソン グな どのテ ーマ ソン

グ をも好 み、 音楽 の選 択が 広 くな ってい る。 中高年者 は、 日本 や 西洋 の クラシ ック音楽 が好 きで

あ り・そ して70歳 以上の高齢者は、 わらべ歌・歌謡 曲、民謡な ど日本の伝統的な歌の曲を好んで

いる。 この結果か ら.彼 らの音楽の好みは、青年 ・中高年者 ・高齢者の間では相違があることが

わかった。

(4)演 奏できる楽器(オ カ リーナ以外)

オカ リーナ学習者は、何か他の楽器 も演奏できるのであろ うか。表7-1は 、演奏できる楽器

の有無を示 し、表7-2には 、演奏できる楽器名を示 した ものである。



表7-1「 演 奏 で きる楽器(オ カ リーナ 以外)」 に よれ ば 、 「でき ない」 と答 えた女性 は355人

(64.2%)、 男性 は40人(50.6%)で あ り、半数 以 上がオ カ リーナ 以外 に演 奏 で きる楽器 が無 い

こ とが分 か った。 しか し、逆 にい え ば、女性 の176人(31・8%)、 男性 の38人(48.1%)は 何 か他

の 楽器 が で きる とい うこ とで あ る。 で は、彼 らは 、 どん な楽器 が演奏 で き るので あ ろ うか。表7

-2は、演奏 で き る楽器を 具 体的 に書 いて もらった

演奏 で きる楽器 につ いて は、男 女 の問 ではっ き りと相違 が見 られ た。女性 は ピア ノが多 いの に

対 して(15.2%)、 男性 は ギター(15.2%)、 そ して吹奏楽器(12.7%)と 答 え た人が 多か った。

Q3.練 習 の程度

(1)練 習 の程度(レ ッス ン 日以外)

学習 者 は、 どの程度 レッス ン 日以外 に 自分で練 習 してい るので あ ろ うか。 表8は 、 レッス ン 日

以外 の練習 の状 況 を示 した もので ある。



上記 の 表8に よ る と、オ カ リー ナ 学習者 は、 「時 々」 練 習 を して い る人 が多 い。 「毎 日練習 す

る」 と答 えた のは 、女性45人(8.1%)、 男性10人(12.7%)で あった。 これ を大 正琴学 習者 と比

較 してみ る と、彼 らの練 習 の程度 は17.3%で あ り、 この 数字 はオ カ リーナ学 習者 よ りや や高 い。

大正琴 学習 者 に は、それ ぞれ の流派 で指導者 の資格 取得 制度 が確 立 され てい るため に、その 資格

取得 を 目指 して学習 してい る者 が34.7%あ り、そ の制 度 が彼 らの学 習意 欲 を高 めてい るのか も し

れ ない。

(2)オ カ リーナ の学 習歴

前述 した名 古屋 市 立大 学 人文社会 学部研 究紀 要第11号 の 「オ カ リー ナ成 立年 度 」 によれ ば 、全

国的 にオカ リー ナが 普及 ・発 展 したの は、1997年 ～98年 頃で あ り、 この頃が オカ リーナ の発展 の

ピー クで あ った。 この普 及 ・発 展 と学習 者の音 楽歴 とは どの よ うな関係 が あ るの で あろ うか。 以

下 、彼 らの 学習歴 を示 した。

表9か ら分 か るよ うに、学 習者 は 男女 と もに一年以 内 の学 習者 が多 く、女 子 は136人(24。6%)、

男 子 は23人(29.1%)で あ る。3年 以 内 の学 習 者 は 、 女 子 は127人(23.0%)、 男 子 は15人

(19.0%)あ り、1～3年 の比較 的短 い期 間の学習者 が 全体 の60%以 上 を占め てい る。 そ して3

年 を ピー クに 学習者 の数 は 、 だんだ ん減 少 してい る。 一 方 、大正琴 の 学習者 の学 習歴 を見 る と、

10年 以 上続 けて い る人 が33.5%あ る。 オ カ リー ナ の場 合 は1.6%と 低 く、2つ の楽器 を比 較す る

と学習 歴 にか な りの差 が見 られ る。 これ は、オ カ リーナ の歴 史 が浅い た め比較 で きる条件 では な

い が、学習 歴 の短 か さが感 じられ る。.



(3)難 易度

学習者は、オカ リーナの学習 レベル をいかに感 じているのであろ うか。表10は 、難易の程度を

示 したものである。

表10の 「難易 度」 を見 る と、 「適 当」 と答 えた女性 は75人(67.8%)、 男性 は55人(69.6%)あ

り、70%近 くの人 が適 当 と感 じて い る。 難 易の程度 は 、あま ら難 しくな く、適 当で あ るこ とが分

か った。 で は次に楽 しさの程度 を見てみ よ う。

(4)楽 しさの程度

表11は 、 どの よ うに楽 しん でい るの かに ついて示 した もの であ る。



表11か ら分 か る よ うに 「非 常 に楽 しい 」 「楽 しい」 と答 えた の に 、女 性520人(94.0%)、 男性

は70人(88.6%)と 、か な りの 人 々が楽 しんで い る様子 が わか る。 彼 らは、学習 の何 に楽 しさを

見出 してい るので あ ろ うか。 又 、そ の楽 しみ は、他 の楽 器や 、他 の稽 古事 で はな くオカ リー ナ か

ら しか得 られ な い こ とで あ ろ うか。

Q4.生 活 との係 わ り

(1)オ カ リー ナ 学習 と生活

表12は 、オカ リー ナの学 習 を始 めた こ とに よ り、 日常生 活 に どん な変化 が生 じたか を尋ね た も

の であ る。 以下 、そ の実態 を示 す。

女性 は 「生活 が楽 しくな った」 と答 えた 人が最 も多 く343人(62.0%)、 男性 は 「音楽 に対す る

関心 が広 が った 」 が多 く、46人(58.2%)と な って い る。 男女 ともに 「生 活 が楽 しくな っ た」、

「音楽 に対す る関心 が広 が った」、 「友 人 関係 が深 まっ た」 と答 えてお り、彼 らの 日常生 活 におい

て精神 的な豊 か さ と音 楽 に対 す る関心 が広 がっ てい るこ とが分 かっ た。

(2)結 び 付 けた い活動

表13「 結 び付 けた い活動 は、記述 式 で答 えて も らった。 そ の結果 、一 人 で3つ くらい書い た

人 、 白紙 だ った人 、等 さま ざまで あった が、381人 か ら(59.1%)の474の 回答 を得 る こ とがで き

た。表13は 、個 々の記 述 を12の 項 目に ま とめた もの であ る。



調査結果 を見ると、老人ホームや施設ヘボランティアとして演奏に行きたい とい う人が圧倒的

に多 く、222人(58.3%)あ った。調査 しているグループの中には、老人ホー ムや施設へ年間33

回も出かけているところがあった。彼 らは、自分たちが学習 してきたことをどこかで聴いてもら

える対象 として、老人ホームや施設 での高齢者 を選び、 自分たちの演奏が喜んで受 け止めて もら

えた とい う喜び、社会奉仕 できた満足感、参加者同士が交流できた喜び、自身の演奏技術の向上、

これ ら全てを自身の生きがい として感 じているのであろう。オカ リーナは、音色の響 きや音量、

姿、もの珍 しさ、いろいろな国の曲が吹 ける、等の庶民性 と多少の芸術性 を兼ね備えている点が、

老人ホームや施設で受 け入れてもらえる所以であろうか。

Q5.グ ループが練習 している曲

(1)グ ループが練習 している曲

次に、北海道から沖縄 に至る67グ ループにおいて、彼 らが練習 している曲名を挙げてみた。表

14は、練習 している曲を各 グループ2曲 づつ書いてもらい、その リス トを地方別 にまとめたもの

である。曲名 の後の(2)は 、二つのグループが練習 していることを示す。この リス トか ら選 曲に

ついての地方的な特徴や好みについての違いが見られるであろ うか。

表14を 見 る と、北海 道 ・東 北で は 「埴 生の宿 」 「タ ウベル トの子 守 歌」、関東 で は 「エー デル ワ

イス」 「三 つ の汽 車 の歌 」、信 越 で は 「島唄 」 「八木 節 」、北 陸 ・東 海 では 「見 上 げて ごらん夜 の星



を」、九州 ・沖縄では 「瀬戸の花嫁」「夏の思い出」を練習 している。 この結果をみると、関東に

おいて 「ていん さぐぬ花」をや り、沖縄 においては 「夏の思い出」を練習 しているよ うに、表14

か らは地域的な特徴や好みについての違いを見出す ことはできなかった。地方的な特徴や好みの

違 いとい うよ りは、多 くの学習者が同 じ出版社の曲集を使用することにより選択の巾が限られ、

全国 どこで も同 じ曲を練習 している、とい う現象が生 じていることがわかった。 しか し、このよ

うに練習曲を挙げることによ り、学習者が 日頃練習 している曲の傾向がわかってきた。それ は、

日常生活においてロず さんでいるわ らべ歌、文部省唱歌、ポ ップス、歌謡曲、馴染み のある映画

・アニメ ・テ レビのテーマ ソング、民謡、等庶民性 に富んだ曲が多い。それ らの曲の多 くは、オ

カ リ一ナのために作曲されたとい うよりは、既成の歌のメロデ ィーをオカ リーナで吹 けるよ うに

移調 した り、多少の手が加えられているものである。 オカ リーナは、元来そのような曲を吹 くた

めにふ さわ しい楽器であろ うか。

(2)練 習 している曲

表15は 、彼 らの練習 している曲を示 した ものである。

全 グループを通 じてよく吹かれ る曲を挙げてみると、芸の見せ所 、聴かせ所 をもつ 「コン ドル

は飛んでい く」が4ヶ 所 あった。 この曲を吹 きたい と憧れ る人は多いが、グループで取 り上げて

いるのが少ないのは意外であった。 この曲は、個人の技量差か らくる難易度の違いとソロ的な要

素が強いために、大勢で吹 くのには向いていないか らであろ うか。 「エーデル ワイス」、 「タウベ

ル トの子守歌」、「見上げてごらん夜の星を」、「埴生の宿」がそれ に続 く。オカ リーナでよく吹か

れてい る曲は、テンポのゆった りした曲で、叙情性 に富んだ曲であることが分かってきた。

V.む すび

以上、オカ リーナ学習者の実態を述べてきた。 この結果から、彼 らの学習の動機、好きな音楽、

音楽的 なバ ックグラウン ド、練習に対する係 わ り、又、学習を通 じて彼 らが望んでいる社会参加

のあ り方 も分か り、学習者のおお よその全体像が浮かび上がってきた。



これ らの中か ら 「生涯音楽学習」に繋が るいくつかを拾い上げ、今後の研究に結び付 けていき

たい と考 える。

①多 くの人(78.1%)は 、オカ リーナの持つ音色に魅せ られて学習を始め、継続 している。 し

か し音色の何に魅せ られたのであろうか。オカ リーナの音色は、かつて 自分が過 ごした子 ども時

代の思い出まで蘇 らせてくれ るのであろ うか。 この音色は、 日本の文化の中で生まれた尺八など

に も近 く、学習す るしないにかかわ らず 、誰 でも感 じる何かがあるのであろ うか。 この研究を深

めることにより、生涯音楽学習にオカ リーナを取 り入れ ることの意味がわかってくるのではなか

ろ うか。

②全体 に学習歴が短 く、3年 以内 とい う人が(60%)で ある。 なぜ、彼 らは、継続 させないの

であろ うか。半ば遊び心でいろいろな種類の音楽を吹 くことができる、 とい うメ リッ トがある反

面、複雑な表現、音域の制限とい う面において不満 が生 じるのであろ うか。難か しさにおいても

「適 当」 と答えた人々がなぜ3年 もしない うちに学習を止 めてしま うのか。 その原因の中には、

今後の研究に結び付けていくカギが隠 されているように思われ る。

③楽 しさの程度は、93.4%の 人が 「楽 しい」 と感 じている。いったい彼 らは、オカ リーナの ど

こに、あるいは学習の どこに楽 しさを感 じているのであろうか。 この楽 しさは、皆の合奏か ら生

じるハーモニィ,一の中に身を置 く心地 よさなのか、交流することの面白さなのか、上達す る嬉 し

さなのであろ うか。そ してその楽 しさは、オカ リーナか らしか味わえないものであろ うか。

④学習者たちは、なぜ施設や病院にボ ランテイに行って吹 くことを好むのであろ うか。オカ リ

ーナは、本当にそれにふ さわ しい楽器 であろ うか。多くの人(34.4%)が 、社会貢献 として施設

や病院での演奏活動 を求めている。山本思外里著 『大人たちの学校』 の中に紹介 され ている59歳

の男性 は、生涯学習 についてこんなことを述べてい る。 「人生の本当の喜び、幸福 は世のため、

他人のために役立つ ことにより自己の存在価値を実感できることであ り、そのために、過去の知

識経験に加 えて、今学習 していることのい くつかを、社会に還元できるように新たなプログラム

を作 るつ もりである」 と言 う(注11）。オカ リーナ学習者の場合 も、吹けるようになった曲を他人に

聴 いてもらい、相手の喜んでいる姿に 自分の存在価値 を見出 し、その奉仕で きた喜びに満足 して

いるのであろうか。 しか し、この活動には、なぜオカ リーナが適 しているのであろ うか。他 の楽

器や歌で も可能ではなかろうか。

以上、生涯音楽学習に繋がるいくつかの問題点を抜き出 してみた。近年、人々の所得の増大、

機械化、電化により生活に余暇 と自由時間が生 じてきた結果、自分 自身の個性を伸ば し、趣味を

楽 しむためにお金 と時間を投入す る、とい うライフスタイルが生まれてきている。オカ リーナを

始めた人も自分にあった何かを したい、 とい う強い学習意欲がオカ リーナとい う楽器 であったの

であろ う。にもかかわ らず、3年 以上練習を継続 している人の割合が低いよ うに見 うけられ る。

学習者は、音楽的な特殊教育を受けた人ではな く、主婦であ り、有職者であ り、退職者であるご

く普通の人達である。 これ らの人々が、精神的な豊かさと喜びを求めて学習を始めたにもかかわ

らず、やめていくのには何か原因があるのではなかろうか。それは、個人的な理由によるものな



のか 、楽器 の もってい る限界 なの か、あ るい は学習 形態 が本人 に合 って いない のか、等 いろ い ろ

推 察 され る。 これ らのや めてい った人 々の理 由、そ の後 のオ カ リーナ に対す る接 し方 、考 え方等

の 追跡 調査 、 そ して結果分析 す る こ とに よ り、 オ カ リー ナ と生涯 音楽学 習 との結 びつ き を別 な視

点 か ら見 直す絶 好 の機 会 であ る と思 う。

次回 は 、オカ リーナ の 「音色 に魅 せ られ て始 めた 」人 は音色 の何 に魅 力 を感 じたので あ ろ うか 、

学習 を 「楽 しい」 と感 じてい る人 は、 どん な点 が 楽 しい のであ ろ うか 、3年 くらい で学習 を 「や

めた 」人 は、 ど う して継 続 しなか ったの で あろ うか 、等オ カ リーナ と生涯 音楽 学習 の結 びつ きに

っ いて研 究 を深 めてい きたい と考 えてい る。

(注1)2001年11月 発行　 P・209～225

(注2)関 東6、 中部19、 関西23、 中国21、 四国1、 計70グ ループ

(注3)1999年7月 発行　 P.153～160

(注4)第 一章 「学習を楽 しむ」　 P.1

(注5)第 六章 「現代人と大正琴」　 P・113

(注6)「 高齢者の音楽活動の実際」　 P.117

(注7)土 曜 日のオカ リナ、P.138、 オカ リナの子守唄、P.197

(注8)P.33

(注9)第3章 「カラオケを楽 しむために」　 P.61

(注10)「 日本人 とリズム感」　 P.91

(注11)大 人たちの学校　 P.22

参考文献

人はなぜ歌 うのか　 丸山圭三郎著　 飛島新書

生涯音楽学習　 丸林実千代著　 音楽之友社

日本の音楽を考える　小島美子著　 音楽之友社

大人たちの学校　 山本思外里著　 中公新書


